
社会 中学校第１学年 ⑦ 【活用問題】

( )組 氏世界の調査

( )番 名ＥＵの発展と地域間格差

麻衣さんは、ヨーロッパ州の学習を進める中で、インターネットで次の記事を見つけ、
「なぜ、イギリスはＥＵへの加盟をやめようとしているのだろうか」という疑問をもち、
調べることにしました。後の各問いに答えなさい。

(1) 下線部の正式名称を書きなさい。
ヨーロッパ連合

(2) 麻衣さんは、イギリスのＥＵ離脱の理由の１つに移民の問題があることを知りまし
た。そこで を作成し のＥＵ各国の一人あたりの国民総所得に照らし合わ資料１ 資料２
せて、ＥＵ各国からイギリスへ移民している国々にはどのような特徴があるのかを考
えました。 、 を参考に「麻衣さんが考えた特徴」の中の（ ）に当てはま資料１ ２
る文を に書きなさい。

資料１ 資料２

麻衣さんが考えた特徴

国民総所得が低い国

イギリスにおける出身国別国民保険新規
登録者数（２０１２年度、上位２０位）

新規登録者数（千人）順位 国 名
ポーランド ９１．３６１
スペイン ４５．５３２
イタリア ３２．８０３
インド ３１．２５４
リトアニア ２７．３２５
ハンガリー ２４．６７６
ポルトガル ２４．５５７
フランス ２１．２３８
ルーマニア １７．８２９
パキスタン １６．１６10
アイルランド １５．５４11
ラトビア １３．６０12
中国 １２．０１13

オーストラリア １１．７８14
スロバキア １１．４８15
ドイツ １０．９５16

ナイジェリア １０．５１17
ブルガリア １０．４０18
アメリカ ９．０３19
ギリシャ ８．６８20

※ 国民保険（国内で仕事を行う際に登録が必要とな

る社会保険制度）の新規登録者数により移民の人数

が推測できる。

（労働政策研究・研修機構資料より作成）

ＥＵ各国の一人あたりの国民総所得
40000ドル以上
30000～40000ドル未満
20000～30000ドル未満
10000～20000ドル未満
10000ドル未満

（世界銀行資料他より作成）

ＥＵ離脱を問う国民投票法案 イギリスが早期提出へ

英国のキャメロン首相は27日、向こう１年間の施政方針を発表した。エリザベス女王が議会上院
で読み上げ、ＥＵ離脱の是非を問うための国民投票実施などについて説明した。ＥＵ残留を問う国
民投票を2017年末までに実施するとしている。

（2015年5月28日 より作成）THE HUFFINGTON POST

ＥＵ各国からイギリスへの移民は、資料１、２
を照らし合わせてみると、ＥＵ各国の中でも
（ ）からの移
民が多いという特徴があることが分かりま
す。

二つの資料から、イギリスにはポーランド・リ

トアニア・ハンガリーなど国民所得が高くない国

からの移民が多いことがわかります。
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(3) イギリスへの移民の特徴が分かった麻衣さんは、次のレポートを作成し、イギリス
がＥＵへの加盟をやめようとしている理由を考えました。 にはＥＵ加盟国内の特徴①
を「パスポート」という語句を使って書きなさい。また、仮説中の に当てはまる文②
を下の に書きなさい。

麻衣さんが作成したレポートの一部

「イギリスへの移民が多いことが、なぜＥＵへの加盟をやめようということにつながっ
ているのだろうか？」

ＥＵ加盟国内では （ ）ので、人々は働くために自由に国々を移動できる①

しかし、イギリス国内では…

イギリスと日本の失業率の比較

イギリス（％） ♦

日本■

（ ）年

（ＩＭＦ資料より作成）

仮説

国境でパスポートの検査がなく自由に国境を通過できる①

（例）ＥＵ加盟国からの移民のイギリス国内での就業率が高いことから、イギリス
国内の失業率に影響をあたえている②

※ イギリス以外の国籍の人々の就業率が高いことと、イギリス国内の失業率が高いことが関連付けられていれば正答

イギリスがＥＵへの加盟をやめようとしている理由の１つは、
（ ② ）ので、

ＥＵへの加盟をやめることによって、イギリス国内の労働者の就業を保障しようとして
いるのではないだろうか。

イギリスにおける就業者数及び就業率（２００８年）
イギリス国籍を有する人 イギリス以外のＥＵ国籍を有する人

25,775 1,208就業者数 千人（ ）

75.5 79.7就 業 率 ％（ ）

（ ）厚生労働省資料

資料から、イギリス国籍をもっている人より、

イギリス以外のEU国籍もっている人の方が、イ
ギリスにおける就業率が高いことがわかります。

２００５年以降イギリス国内の失業率が日本に

比べ高くなっていることがわかります。


